
ドライビングシミュレータで得られた運転データを用い，個人ごとのドライバモデルを長
期記憶に優れたLSTM(Long Short-term Memoly)で構築する．

LSTMを用いた個人適合型ドライバモデルに関する研究
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ドライバモデルによる運転特性を考慮した運転支援システムや自動運転システムの実現，
低覚醒検知システムの実現

自動車の分野，自動運転の開発等に関する分野，低覚醒検知システムに関する分野

加速度モデル 低覚醒検知モデル

研究背景・目的

自動運転シナリオにおけるドライバーの覚醒度に関
連する脳波を、目の特徴に基づいて予測するための
LSTM（Long Short-Term Memory）モデルを構
築することを目的としている。脳波の値を予測する
ことで、ドライバーの覚醒状態を間接的に反映させ
ることを目指す。

自動運転レベル3では，緊急時に備えてドライバー
の覚醒状態を維持する必要がある．脳波を用いた運
転者の疲労を検出する方法は、最も正確で客観的な
検出方法である．

目
的

背
景

実験方法

脳波計で取得された脳波は覚醒度に
関連する脳波の値をモデルの出力と
する．

入力

LSTM

出力

視線計測器を使ってまばたき回数，最
大閉眼時間，瞳孔直径，両目と片目の
PERCLOS値(Percent of the time 
eyelids are close)を取得し，モデル
の入力とする．

学習

実験結果

ニューラルネットワークの一つであ
るLSTMを使用する
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Test Sample

Observed Predicted

予測された脳波
の値と元データ
の脳波の値を比
較し，モデルの
精度を分析した．

RMSE = 0.016

実験方法

① 実験参加者の普段の運転行動をドライビングシミュ
レータを用いて取得．

NNの一種であり，長期記憶
に優れている．

縦・横加速度 [m/s²]
Driving simulator

入力

LSTM

出力

自車速度，相対距離，相対速度，
加速車線終端までの距離，
ハードノーズまでの距離

学習

研究背景・目的

自動運転技術の根幹とされる運転支援システムACCで
は加速の強さや車間距離の長さに違和感を感じ、ドラ
イバに不安感や不快感を与えてしまうことがある．
➡個人適合型ドライバモデルを提案．

実験結果

▷運転シナリオ（追従，追い越し，合流，車線減少）ご
とに実施

② LSTMを用いて，実験参加者のモデル化を行う．
③ モデル精度評価，乗り心地に関する主観評価を実施．
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